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また老人の組織器官には，もともと退行性変化がお

こっているために，患者の示す臨床症状が非定型的と

なり，炎症の生体反応は質的には同ーでも 3 量的に差

異があらわれて来る．それゆえ， 主体反応を ，~ r.日 1： とし

て行う診断法には種々な困難を伴いp 本症の発見時期

は遅れ勝ちとなりp ひいては手術時期も遅れることと

なりp その上p 組織器官に退行変性があるため3 術後

の恢復は捗かしからず，死亡率が高くなるものである．

なお茂木氏は，症例1のように慢性の炎症が持続す

るもののなかには，虫垂を母地とする癌発生を否定で

きないものがあるとも述べられている．

このようにp 老人ではその虫垂炎に対して，生体の

示す炎症反応が軽く p 実際の病変自体の方がp はるか

に重篤であることを常に想いp 早期手術に努力せねば

ならないと考える．

結 語

私は2例のいわゆる老人性虫垂炎の外科的治験例を

報告しp 本症に関する若干の文献的考察を加え， 私見

をt企4た．

（稿を終るに臨み，御校閲を賜った恩師白羽致、右衛

門教授p ならびに第JO回和郡山医学会総会における本

稿の発Ji.にさいして，終始御指導をいた ジいた恩師和

歌山赤十字病院副院長内藤行雄博土に心から感謝の意

を捧げる．）
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THE GRANULOMA OF COLON CAUSED BY THE EGGS 
OF ASCARIDS : REPORT OF A CASE 
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From the 2nd Surgical Division, Kyoto University Medical School 
(Director : Prof. Dr Y As仁＇tAsAAorAGI) 

Now that we have examined man~’ surgical diseases caused lり’ parasitesafter 
the end of ＂’ar, it is not rare to see the granuloma formed with the eggs of asca・
rids in the intestines, but still we ha¥・e received onl ~· a few reports that tell us 
about that kind of granuloma in the abdominal region. 

I am reporting that in spite of such circumstances, lately we made a medical 
examination of the case who suffered from a large granuloma of colon caused by 
the eggs of a日carid日．

緒 言

戦後p 寄生虫により惹起せられた外科fl1'.l坊、忠lこしば

しば遭遇するようになった．したがって蜘虫迷入によ

る諸臓務内のいわゆる虫卵結節形成もp あえて稀有な

事では無い．しかし腹雌円に大なる紡節形成を認めた
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報告はなお数例にすぎない.lil:近，我々は横行事ii腸の

一部並に下行結腸下部と強聞に癒着した岨虫卵を中心

とする巨大な Granulomの1例を経験したので報告

する．

症 修4

患者： 42才の農婦．

既往症： IO年前胆Li症で約1ヵ月治療をうけた以外

特記すべきものは無ない．

家族歴：特記すべきものは無い．

主訴：左側腹部の無痛性腫癒．

現病歴：特別原因と思われる事も無く，昨年（1955)

9月初旬頃から左下腹部に緊満感、をおぼえていたがp

9月10日，左側腹部に軽度の圧痛を有する腫療の存在

するのに気付き，直ちに某外科医により経匹透視をう

けp 其の際腫痛は腸管とは全く無関係であると云われ

9 月 22日当外科に来院した．発病来p~気p 曜吐なく p

発熱にも気附いていない．食慾，睡眠共に良好p 便通

1日1行， 大使には特別異常を認めていない．

現症 ．体格中等度，栄養可良p 脈持約80，整p 緊張

良．体温は36.8～37.0°Cである．

腹部は視診でなんら異常所見i慢し角!I!診で左側腹部
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に長さ約20cm，幅約5cmの硬い腫痛を触知し，此の

腫？曹はf隆皮の圧痛を有し，境界は明瞭で，表面は粗’随

皮I白との熔着は認められtsいがp 下床との可動性は殆

んど無く p 又l腹筋を緊張させてもp いぜんと腫燈の大

きさには変化なししかも明瞭に境界を触知する．な

お聴診でl場雑音には何んら異常を認めない．

血液検査では赤血球数356万・9 血色素ー量72%ザーリ

ー， ： ~＇I血球数 ll,500，中性感76.0%，好酸主主8.8?0，淋

巴球11.2°；），大単核球4.0%で即ち好酸球増多とリンパ

球減少が認められる．尿に何んら異常なし大使に潜

血反応は陰性であるがp 多数の姻虫卵を認めた．更に

赤沈は30分30, 1時間100, 2時間130で平均 82.5mm

である．なお，経1工レ線透視の結果，腸管には狭辞書部

は認められなかったが，しかし横行結腸が左下腹部に

癒着固定された様な像が得られた．

手術所見：左傍正中線切開で開腹すると， I重癌は一

部休壁腹膜と強固に癒着しP これを剥離して行くと結

潟な膿汁の流出を認めた．この癒着を完全に剥離し，

精査すると，腫癒は全体として約超小児頭大で，下行

結i場下部の前壁にのつかった様に存在しp 更にこれに

横行結l場の一部が1必着している．しかし腸管壁そのも

のには浸潤も無し又その他リンパ占有腫肢も認められ
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なかった．そこで下行結腸下部及び横行結腸を一部超 してはp それは単なる異物としての反応を現わすにす

痛と共に切除しP 各！！易管断端は端々 的j合を施行して手 ぎないと云っている．

術を終った．刻出僚本は図I.IT.の如くでF ！場管その 以上のように本例は病理組織学的に畑虫卵結節であ

ものには肉眼的にもス組織学的にも特にさtfじも無く p る事は明らかであるがp しかし側めて多数の虫卵を証

臆癌の組J織学的所見はIIT.IV図の如く，多数の姻虫卵 明する所見からしてP 雌虫がj場管外に脱出産卵したも

を認めp 更に好酸球の強度の浸潤，異物巨態細胞等の のと考えるのが妥当であろうと思われる．しかしその

出現を見p 明らかにいわゆる虫卵結節による線維性肉 :! ~ ( j、述人経路に至つては全く不明であり，恐らく腸管

芽組織の像である．なお癌性変化は認められない． ~孔によるものでないかと怨像されるが，癒着腸管壁

考 按

虫卵が異物となり紡節を形成する事は Laulanieが

Strongylus vasorumの虫卵結節を肺内に認めて以

来p 諸家により諸種の虫卵が諸臓器にいわゆる虫卵結

節を作る事が報告されておりp 本邦に於ては，しばし

ばp 腸管墜に虫卵結節を作り p 更と癌性変化をもたら

す日本住血吸虫についての報告がみられる．しかして

鯛虫卵による虫卵結節は肝臓をもっとも好発部位とし

てし、るが，その他勝臓，或は飽き生等，腸管と述絡のあ

る諸臓器に発生する事は容易にうなずける所である．

しかし腸管と直接連絡の無い腹腔内に発生Lた例も皆

無ではなく，本邦文献をあわせて数例の報告が認めら

れ，又か弘る肉芽腫の中には虫体の発見された例も l

～2報告されている）.， い11.f刊に於ては明らかに虫体

と}l;J、われるものは認められなか什た．

さてF 肉=5.101盛の成因については或は存IElf,j£アレルギー

の立場から諭せられ， y_エオジンl省好性細胞の出現も

これを惹起する刺戟物質は鮒虫休のみでなく!lllfil虫卵自

身にも含有されると云われている.!-ilfl:_i L 犬の豚臓

内に畑虫卵を注入した際，生きた畑虫卵を：t入すれば

その虫卵を中心としてエオジンI瞥好性細胞の浸潤と共

に伴臓に一定の炎症性反応を起しp 遂には局所の結節

性病変をみるようになるが，此の際死んだ虫卵を以て

には何んら炎症性変化も無しまして穿孔を思わせる

様な所見は肉眼的にも又検鋭的にも認められずp 又既

往に於ても！湯穿孔を恩わせる何ものも認められないの

でP これはあくまで想像の域を脱しない．

結 語

左側腹部の腫療を主訴とし，組織学的検査の結果，

その迷入経路は不明ながらF 少くともl場管外に脱出し

た雌虫が産卵したと忠われる岨虫卵を中心とした巨大

な肉芽l盛の 1例を報告した．
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